Linking Architecture for Kanda : Catabolism by using small and medium building linked proposal by 藤田 涼
神田を結わく建築 : 異化作用を用いた中小ビルの
連結手法の研究
著者 藤田 涼
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 6
発行年 2017-03-24
URL http://hdl.handle.net/10114/13059
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要　Vol.6（2017 年 3 月）　 法政大学
神田を結わく建築
異化作用を用いた中小ビルの連結手法の◊✲
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　Walking Tokyo's overcrowded cities, be sure and come across countless small and medium 
sized buildings. Each building and ignore that sense of unity, landscape, creating a falling apart 
landscape was. But I like this small felt great attraction and potential building. Out the charm of 
these pieces, the falling apart city and potential, unique urban living environment intended to 
create with the building.
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序文 .群をなす建築 １．中小ビル群の固有性
これから日本を含んだ先進国では人口が減少していくこ
とが予想され、これまでと同じように都市やまちの規模
をどんどんと拡大していくことは必要とされないだろ
う。むしろエリアとしてはコンパクトに密集しながら
様々な機能がコンプレックスされていき高密度で高集積
な都市が求められることが予想される。こうした社会状
況から群をなすことでよりよくなっていく建築を考えて
いきたい。まず国語辞典にある「群」という意味をまと
めると以下のようになっている。
『群 /[ 音 ] グン　[ 訓 ] むれる　むれ　むら　1. 多くのも
のが集まること。2. 同類が一つのところに多数集まる。
またその集まったなかま。あつまり。』とある。ここで
の 1 の意味は様々なバラバラなものの集まりを指し、2
の意味では同じものが数多く集まることにより出来るひ
とつの共同体を指しているようである。東日本大震災以
降、現代の希薄なコミュニティが浮き彫りとなりこれま
で以上に新たなコミュニティの形成を求められている中
で、1 の意味のようなこれまでのただただ様々な単一の
機能が集まっている群から、お互いにとって利益があり
群として生きながらえるような共同体としての集まり方
や群の成しかたを考える。
斜線制限によるスカイライン バラバラなマテリアルと色彩
日本における中小ビルは、日本の都市が作り出した独
特の文化の一部ではないかと考える。しかもそれらの
中小ビルが今尚、近代以前の町割を継承しながら存在
しているということになる。町人のために細分化され
たかつての長屋にはその小ささからとても扱いやすい
ヒューマンスケールを持っていたのであり、そのサイ
ズをまた継承した中小ビル街は、実は人間にとって扱
いやすいヒューマンスケールでできた都市空間だとい
えるのではないか。
2. 神田の固有性
敷地は東京都千代田区神田で古くから下町として親し
まれてきた場所だが、都心という地理的要因や社会の
要請から現在では中小ビル群の街となっている。神田
地区において、まち並みの変遷を見ていくことで、 中
小ビルの発生プロセスを探る。結果、2 度の震災に大
きな経済の荒波にさらされても神田の外郭構成は現在
に至るまで大きく変化して いないことがわかる。 それ
は高度成長期、バブル期と震災復興の遺産を食いつな
ぎながら、高密度な土地利用を進めてきた結果でもあ
る。また、外郭の中の細分化された町割りも江戸時代
の町割りを基本としている。つまり、高度成長期に神
田を大きく変えたオフィスビル郡は、実は 400 年も前
からの町割りを継承しており、神田にとって非常に重
要な建物である可能性があるといえる。
現在神田は狭い使いようのない隙間を保ちながら中
小ビルが敷地いっぱいに建ってる。これらのビルは
多様な素材で外壁を覆っていて、バラバラな都市空
間を作り出している。そんなバラバラなものも、視
点を変えれば醜くとも美しい。この提案は隣のビル
の外壁を内部空間に取り入れる連結である。
この手法は連結するほうが「新築」であることから 
多くの事を許容し、それぞれのニーズに合った多彩 
なバリエーションを可能にする 。水周りやコアを空
間から分離してやると空間自体を自由にすることが
でき、また自由な部屋割りをも可能になる。
かつての神田の路地はヒューマンスケールであった
ため向かいの家が至近となり、「向こう三軒両隣」
と呼ばれるような生き生きとした空間を作っていた
ように思える。この提案はビルの劣化や人口減少に
よる需要減少で「減築」が余儀なくされた場合の、
その時に残る小さな空き地の活用方法で ある。
3．連結手法について
歴史的背景からこの中小ビル群の発生プロセスを探っ
た結果、神田の中小ビル群は江戸時代の町割を継受し
ており、かつての町人のために細分化された長屋が備
えていたヒューマンスケールを持った中小ビル街と
なっており、実は人間にとって扱いやすい都市空間だ
といえるのではないだろうか。日本の都市の固有性か
らバラバラに立ち並んだ中小ビルたちを、緩やかな共
同体としての「群」にしていくためのつなぎ方を考える。
この手法は東京のような密集した都市空間で有効な改
修計画のひとつと考える。
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B: 新旧一体型
C: 一体内包型
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連結する際には様々な法的なしがらみを受けることに 
なるが、敷地を共有名義にしたりエリアとしての価値
を下げないために分担して買い取るなどの手続きを踏
むことで連結手法が可能になる。そうした連結は建築
同士だけでなく、ひとつのまちとして多くの関係を連
結されることが考えられる。つまり連結手法は単に「ひ
とつの建築」の改修ではなく、周辺の建物やまちとの
関係性によって作られるものだと考える。こうして魅
力がないとされてきた老朽化した中小ビル街は連結に
より作られる「生活」という新たな尺度により既存建
築の魅力を最大限に引き出し、「まちのコンバージョン」
を可能にする。それはまた中小ビルの価値の転換を起
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